











































































（１）『にほんごかんたん　Speak Japanese 1～ 3』（1988～ 97）坂起世、吉岐久子著
（1は 4課以降の会話部分、2～ 3はトピックの名称。総課数　30）以下『かんたん』



















2はトピックの名称「Social and Cultural awareness」の内容。総課数　15）
以下『いま』
（８）『おべんとう 1～ 3』（1996～ 2000）Peter Williams et al
（1～ 2はまんがの「いただきます」のタイトル。3は「準備体操」と「会話」。
総課数　28） 以下『おべんとう』
（９）『いっしょに 1～ 3』2nd Ed. （1992～ 94）Margaret Lee
（教師用指導書でテーマ、トピックとされているもの、「Socio - cultural and other
data」。総課数　30） 以下『いっしょに』




（11）『みらい: STAGE 5～ 6』（1995～ 96） Meg Evans、Ikuo Kawakami et al
（Teacher’s book の Theme, topic並びに cultural information/content。総課数
6パート 24ユニット） 以下『未来』












































想像できる程度である。BOOK2からはタイトル（L3. Making Decisions）の下に Topic























貫くものではない。例えば、Iの 14課のタイトルは「GOING WITH MY FRIEND まい
にち　かとうくんと　がっこうへ　いきます。」学習すべき機能は① Coming and going,





























Communication (interpersonal, interpretive, presentational)
Cultures
Connections (social studies, music, mathematics, computer science, biology,)
Comparisons (language, pronunciation, kanji and kana)

































Curriculum Guidelines for Japanese17を具現化する布石として制作された。コミュニケー
ションのためのアクティビティの教材バンクのような役割をしているので、トピックの数
も多い。基本的にKey functions and notionsが中心になり、具体的なトピックのもとに多























Book1の Unit 3：じこしょうかい 3 Topics: 一　Where one lives, 二　Where one



































































































































































































13） Getting started IとGetting started IIというユニットがあり、発音、カタカナ、ひらがな、挨拶
などを表現として導入している。
14） American Council on the Teaching of Foreign Languages (1996) 








公用語である英語以外の言葉を Languages Other Than English (LOTE)と呼び学校教育の中で積
極的に学ぶことを決めた。1998年に出版されたAustralian Language Levels Guideline (ALL) は、
LOTE教育関係者を対象に実際に学校で教育活動を行うためのカリキュラムを作成するための指
針として、理念と具体的提言を述べたが、この理念と提言は連邦政府の主導で、1994年に






19） Victorian Certificate of Education。Senior School（高校 2～ 3年生）では中等課程修了資格試験
すなわち大学入学資格試験の受験に際して日本語という科目を選択することもできる。
20） 矢部まゆみ（2001）
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